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【第６回ワークショップの結果】指針に基づいた今後の取組について話し合いました。
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『平岸まちづくり指針』が完成しました！

（１）大学生の活動結果と今後に向けて

（２）取組提案（ひらぎしの交流拠点となるカフェ）について

（主な意見）

◆広報について、行政との連携や、児童会館、保
育園や小学校などに積極的にPRしたほうがよい。

◆取組の目的を明確にし、地域のニーズをふまえ
て、対象の拡大や広く知ってもらえる方法など
を今後検討したほうがよい。

◆商工会、町内会、まちづくり協議会などと連携
できることがあるのではないか。

みんなで楽しく、

一生懸命につく

りました！

（主な意見）

◆素晴らしいアイディアであり、今後、戦略的な運
営方法など、継続できる方法を考えるべき。

◆にぎわいや交流に、災害時の対応に関する視点も
加えてはどうか。

◆多様な世代が集まれるような場所のほか、何か特
徴的なものがあると良い。

◆素晴らしい提案で、是非協力したい。

ワークショップ参加
者から、今後、地域
の拠点となるカフェ
をつくりたいという
提案があったよ！
こんなカフェができ
たら素敵だね。

（３）指針の実現に向けてやるべきこと、やりたいこと、
やれること

（必要な取組）

①ホタルが見られる場を活用した交流

②学生による活動の活性化と継続

③ぴらけしの有効活用

④平岸の魅力や特徴づくり

⑤保育環境や飲食店、駐輪場などの充実

⑥取組の窓口機能設置や積極的な情報発信

⑦観光客への対応

⑧指針の推進に向けたプラットホームづくり

⑨道路に面した敷地の活用

⑩交流活動の活発化

指針の実現のために『自らできる

こと』について、思いのつまった

りんごの木が完成しました！

指針の実現に
向けて、みん
なで活発に話
し合いました。

指針の概要版は同封している資料をご覧ください。また、指針の本編は札幌市のホームページ
「地下鉄平岸駅周辺地区での取組（http://www.city.sapporo.jp/keikaku/kyoten/hiragisi.html）」をご参照ください。

2019年2月23日に、平岸の魅力アップ
イベントとして、地域の子ども達な
どと装飾品を作成し、地区内の店舗
に飾ってもらったよ。


